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公益社団法人 福岡西部法人会 令和６年度

第13回 定時総会開催
日時：令和７年６月２日（月）
場所：西鉄グランドホテル プレジールの間

祝辞を述べられる
西福岡税務署長加藤丈智様

公益社団法人福岡西部法人会の令和6年度定時総

会が、令和7年6月2日、福岡市中央区の西鉄グラン

ドホテルにおいて開催されました。総会には加藤丈智

西福岡税務署長様をはじめ多数の来賓をお招きし、

議案を審議しました。

総会の有効成立数670社に対して、出席・委任状

合計は970社と、定足数の報告が行われ、総会成立

を宣言。天野会長を議長に選出し、報告事項として

⑴令和6年度事業報告⑵令和7年度事業計画⑶令和

7年度収支予算が説明されました。引き続き審議事項

として、第1号議案「令和6年度収支決算報告並び

に監査報告承認の件」、第2号議案「任期満了に伴う

理事及び監事選任の件」が審議され、満場一致にて

承認されました。特に第2号議案「任期満了に伴う理

事及び監事選任の件」では、執行部案の理事・監事

が承認されました。

来賓の西福岡税務署　加藤署長並びに九州北部税

理士会西福岡支部　草場明子支部長から丁重な祝辞

をいただき、議事終了後の理事会で新会長の柴田耕

治氏を始め新役員が決定（４ページ参照）しました。

続いて、全法連会長、県連会長表彰状の贈呈及び

福岡西部法人会会長表彰状の贈呈が行われました。

表彰状を受け取った天野前会長が「会長を拝命させ

ていただいたのは令和３年7月からの４年間ですが、

法人会役員としてお世話になったのは、平成17年5月

の理事への就任からで、あっという間の20年間となり

ます。その間、多くの方と出会い、助けられ、また、

語り尽くせないほどのたくさんの思い出ができました

し、法人会自体は私の人生そのものでした。今まで温

かく支えてくださった皆様に深く感謝申し上げます」と

あいさつをすると、会場は温かい大きな拍手に包まれ

ました。

満場一致で議案可決。さらなる発展を目指す。新役員決定。

表彰状・感謝状贈呈

総務委員
厚生副委員長
広報委員
研修委員
研修委員

田中　薫
村上　耕志郎
松﨑　博徳
田中　由美子
山元　秀朗

会　　長
副 会 長
副 会 長
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
相 談 役

天野　吉介
穐吉　憲一
稗田　與志人
山内　映子
井村　哲
安井　廣志
冨永　計久
瀬尾　亮二

副 会 長
常任理事
理　　事

稗田　與志人
岩本　芳浩
三坂　廣明

単位会功労

常任理事 藤　　丈浩
単位会功労

会　　長 天野　吉介
県連功労

全国法人会総連合
会長功労者表彰

福岡県法人会連合会
会長功労者表彰

感謝状（役員） 会員増強に貢献した
支部役員に対する表彰

会員増強に貢献した
支部・部会に対する団体表彰

福岡西部法人会会長功労者・感謝状表彰

　法人会活動にご尽力いただいた方々に表彰状及び感謝状が贈呈
されました。皆様、おめでとうございます。

第６支部　第８支部
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活発な事業活動に感謝
情報提供で事業発展を力強く支援

皆様こんにちは。
本日は、ご多忙の中、第13回定時総会にご出席いた

だき、誠にありがとうございます。
本日ご来賓として、西福岡税務署長 加藤丈智様はじ

め幹部の皆様、九州北部税理士会西福岡支部 支部長 
草場明子様、受託保険会社の幹部の皆様には、公務ご
多用の中ご臨席を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、昨今の経済動向をみましても、世界経済の急速
な情勢変化により先行きの不透明感が大きな懸念材料
になっていることに加え、会員企業を取り巻く環境も、
相変わらず資材価格や物価の高騰、人手不足、円安の
影響など、私たちの事業活動にも直接的な影響を及ぼ
す課題が山積しております。今後は、これらの不安要素
が解消され、影響を受けている会員企業の方々の業績
が回復、好転することを願うばかりです。
当会は、昭和44年6月27日に創立し、今年で創立
56年目がスタートいたします。
また、平成25年4月1日に公益社団法人の認定を受
け、以後、公益性及び透明性を十分に確保した活動を
行って参りました。
その活動を通じまして、会員相互の連携が保たれ、会
運営も順調に進展しておりますが、これもひとえに税務
ご当局、税理士会及び受託保険会社の皆様方のご理解
と温かいご指導並びにご支援の賜であり、深く感謝いた
しております。
一方、会員の皆様方には、当会の運営に対する深い

ご理解と会の活動に積極的なご参加をいただいたお陰
で、活発な事業活動が行われ、会の発展に大いに貢献
していただいております。当会の理念である「企業の発
展の支援」「地域振興に寄与」「国と社会の繁栄に貢献」

という大事な目標が達成できていることに、心より感謝
申し上げる次第であります。
昨年度の当会の運営について振り返ってみますと、こ

こ数年思うように活動ができない状況が続いておりまし
たが、一昨年に引き続き、年間を通じて多くの事業が実
施できたと考えており、今後もより活発で有意義な事業
活動を展開してまいりたいと考えております。また、この
ような経済情勢だからこそ、会員の皆様には、各種行事
へ積極的に参加いただき、交流の場を通じて情報交換
をしていただければと思っております。
その一方で、もっとも重要なテーマであります会員の増
強につきましては、コロナ禍の影響により年々会員数が減
少しておりましたが、今年に入り、ようやく前年同月との会
員数の比較では、プラスに転じております。これは役員の
皆様が一丸となって会員増強に取り組んでいただいた結
果であると思っておりますし、公益事業の充実を図るため
には、今後とも法人会活動にご賛同いただける仲間を増
やすことが必要不可欠です。引き続き、会員増強にご尽
力いただきますよう、よろしくお願いいたします。
当法人会が会員の皆様にお力添えができますことは、
様々な情報の収集と提供にあると思っており、法人会会
員のメリットを感じていただけるよう、今後もタイムリー
な情報提供を心がけていきたいと思っております。また
当会ホームページでも様々な情報を掲載いたしますの
で、会員の皆様にはこれらをご活用いただき、お役に立
てれば幸いです。
関係ご当局におかれましても、引き続き、当会に対す

るご指導とご支援を賜わりますようお願い申し上げます。
本日ご審議いただく議案は、事前に送付させていた

だきました議案書のとおりでございますので、ご審議の
程よろしくお願い申し上げます。
終わりになりましたが、本日ご列席の皆様のご健勝と

ご隆昌を心よりお祈り申し上げ、私の挨拶といたします。

会長　天野　吉介
会長あいさつ
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この度、皆様のご承認
をいただき、会長に就任
いたしました柴田でござ
います。天野会長の後を
引き継ぎ、その責任の重
さに身の引き締まる思い
であります。福岡西部法
人会の伝統・強みは、何
といっても「チームワー
ク」と「責任感」である

と思っておりますので、今後とも、皆様方のご支援とご
協力を賜わりますよう、お願い申し上げます。また、総

会にご来賓としてご出席いただいております、税務ご当
局、税理士会、並びに受託保険会社の皆様方には、引
き続き、深いご理解と温かいご支援をいただければ幸
いに存じます。最後に、先輩たちが築き上げてこられた
実績をしっかり継承しながら、微力ではございますが、
精一杯当法人会のさらなる発展のために力を注いで参
りますことを宣言いたします。皆様のご健勝をお祈りし
て、就任のあいさつとさせていただきます。

■柴田会長プロフィール
　株式会社サワライズ　代表取締役社長
【福岡西部法人会役員歴】
　・ 令和3年7月20日～　理事
　・ 令和5年6月 6 日～　常任理事
　・ 令和7年6月 2 日～　会長

会長　柴田　耕治
新会長あいさつ

常任理事

理 事

林　政之介
田中　　薫
川原　伸也
平山　晶生
宮﨑　　剛
金堀　雄二
平井　博雄
樋口　慶徳
福島　誠司
友納　　剛
古川　雄大
三野原信二
柳田　惠隆
曽根田　馨
李   　健豊

会 長
副 会 長

専務理事
常任理事

柴田　耕治
廣田　栄作
中村　利行
隈　　悦郎
岩本　芳浩
岩下　祐士
馬場　里美
上野　俊哉
平田　宏幸
穴井幸一郎
渡辺　克己
藤　　丈浩
吉田　大輔
村上耕志郎
入里　健二

理 事

監 事

顧 問

相 談 役

波多江和仁
山元　秀朗
幸田　　剛
金城　一寿
松永　昭朗
宗　　隆文
上田　正浩

深堀　亮宏

天野　吉介
穐吉　憲一

理 事 佐伯　竜平
小熊坂　哲
川口　敬介
久保田晋平
田代憲司郎
田中由美子
西原  寛昭
東野　茂樹
甲山　　敦
松﨑　博徳
桑野　龍一
北島光太郎
吉田　匡典
三坂　廣明
田中　陽早
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　懇談会に先立ち、講演会の講師木山裕策氏との写真撮
影の時間が設けられ、短時間ではありましたが、参加者は
写真撮影や交流を楽しみました。懇談会はその熱気を帯び
たままスタート。約190名の参加者は、ビュッフェスタイル

の豪華な料理を堪能しながら、名刺交換や近況報告、情報交換などで親睦を深めました。会場は終始笑い声に包
まれ、にぎやかな雰囲気が印象的でした。後半は木山氏のサイン色紙を懸けたじゃんけん大会が行われ、一層の
盛り上がりを見せ
ました。最後は廣
田副会長の音頭に
よる万歳三唱と盛
大な拍手で、会場
が一体となりお開
きとなりました。

木山 裕策（きやま・ゆうさく）氏
歌手 /ガンサバイバー

講師

笑顔と熱気あふれる
　　　　　異業種交流の場

記念講演

　歌手であり、ガンサバイバーとしても活動する木山裕策
氏は4人の子どもの父親でもあります。温かな笑顔で時折
ユーモアを交えながら、自身の人生を語る姿に、会場は引
き込まれました。
　1968年生まれのバブル世代である木山氏は、若い頃か
ら「結果を出さなければ意味がない」という考え方に縛られ
ていました。大学卒業後、脚本家を目指して上京し、昼間
は働きながら夜は脚本の学校に通う生活を4年間続けまし

たが、夢は叶いませんでした。
　その後、結婚して子どもが生まれたことをきっかけ
に就職。キャリアを積み、マイホームも手に入れまし
たが、その1年後甲状腺がんが発覚。手術前夜、
担当の医師から声を失う可能性があると告げられた
木山氏は、失敗を恐れて一度も挑戦してこなかった
「歌を歌いたい」という秘めた夢に気が付きました。
　手術は成功し、38歳でオーディション番組に挑
戦した木山氏は最初不合格でしたが、作曲家の多
胡邦雄氏の後押しで再挑戦。多胡氏の「本当に子ど
もたちに見せるべき姿は、親が頑張って頑張って、
その後負ける姿。最後の夢が破れた後、どう生きる
のか、その姿こそ見せてほしい」という言葉が木山
氏の価値観を変えました。「失敗してもいい。諦めな
ければ、失敗さえも人生の糧になる」
という新たな視点を得た木山氏
は、39歳でメジャーデビューを
果たしました。
　講演の締めくくりには「一度きり
の人生です。自分の力で自分の
人生をキラキラさせましょう」
とメッセージを送り、その後
のミニコンサートでは、デ
ビュー曲「home」を含む4
曲を披露。困難を乗り越
えてきた経験が滲み出る
心を打つ歌声に、会場は
感動に包まれ、惜しみない拍手
が送られました。

「
失
敗
し
て
も
い
い
」気
付
い
た
時
に
人
生
が
楽
し
く
な
っ
た

最後まであきらめない
～夢をあきらめずに～

【プロフィール簡略】
1992年、大阪外国語大学外国語学部イスパニア語学科卒業（現大
阪大学）。
1998～2010年、株式会社リクルート勤務（13年間勤務）。
2008年、「home」でメジャーデビュー。
※会社員をしながら４人の男の子を育てていたが、36才の時に甲
状腺ガンが発覚。医師から「声が出なくなるかもしれない」と言わ
れたことをきっかけに、歌手を目指す。株式会社リクルートに勤務
中の2008年、家族をテーマにした楽曲「home」でメジャーデ
ビュー。その後も12年間、会社員と歌手の「2足のわらじ」の生活
を続けるが、2020年から歌と講演を中心とした仕事に切り替え、
歌手活動の傍ら、様々な場所にてライブや講演を行っている。

【メディア出演等】
◆NHK 「紅白歌合戦」、「噂の保護者会」、「ハートネットTV」 
◆フジテレビ「千鳥の鬼レンチャン」、「FNS27時間テレビ」
◆テレビ東京 「THEカラオケバトル」 
◆日本テレビ 「行列のできる相談所」、「しゃべくり007」

「
失
敗
し
て
も
い
い
」気
付
い
た
時
に
人
生
が
楽
し
く
な
っ
た

懇談会
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　令和6年度（第13回）青
年部の定時総会を三四郎に
て開催致しました。西福岡
税務署から署長加藤丈智様
並びに副署長川野禎裕様、
法人課税第一部門統括国税
調査官大橋功様、また、親

会から会長天野吉介様、副会長穐吉憲一様、専務理
事上野俊哉様のご臨席を賜り、厳粛なムードの中、定
時総会が開催されました。
　会則に基づき、議長は吉田大
輔部会長が務め全ての議案につ
いて皆様の慎重審議により可決
し、今回の総会で林政之介新部
会長が就任されました。
　その後、総会記念公演があり、
羽山信宏さんの講演は、マツダ
の元専務としての豊富な経験と
洞察に基づき、企業経営や組織
文化の重要性を深く掘り下げた
内容でした。特に印象的だった

のは、マツダの「魂動デザイン」や「人間中心のもの
づくり」哲学を通じて、企業の価値観が製品やブラ
ンドにどのように反映されるかを具体的に示された
点です。また、リーダーシップや組織の変革におけ
る実践的なアプローチについても触れられ、参加者に
とって多くの学びと気づきがありました。全体として、
企業の成長と持続可能性を考える上で、理念と実行
の重要性を再認識させられる講演でした。
　懇親会では和やかな雰囲気のもとに会員相互の交
流を深め有意義な時間となりました。皆様のご協力
まことにありがとうございました。　　（石橋　眞）

重みを体感してもらえたと思います。また、最後に上映
した「もし税金が無くなったら」では、税の大切さを再認
識してくれた様子でした。この教室が将来、税や社会
に関心を持つ一歩になればと願っています。また、税金
を納めているおうちの方に少しでも感謝を感じてくれる
事があればものすごくうれしい限りです。
おって、将来、当法人会に入会してくれる子が現れる

ことを楽しみに思い、今後も租税教室の活動に邁進して
いきたいと思います。（講師：原　浩影、文：坂田　健）

令和６年度 青年部会定時総会

青年部会レポート

租税教育活動

青年部会・女性部会 合同レポート

令和7年最初の租
税教室を、内浜中学
校において青年部
会・女性部会合同で
開催しました。
　テーマは「私たち
の暮らしと税金～公
平って何だろう～」。生徒たちは「人口100人の村に住
んでいる」という設定で例題をもとに各班で活発な意見
交換を行い、班長を中心に議論する姿が印象的でした。
子どもたちがしっかりとした意思や意見を持ち、自分の
考えを述べる姿から、大人として寄り添い耳を傾ける姿
勢の大切さを改めて考えさせられました。恒例の一億
円レプリカの重さ当てでは、10kgの重みに驚き、税の

７月１日（火） ９クラス  299名 体育館にて
内浜中学校
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教室で実施したため、
今回は、3クラスのうち2
クラスはリモートでつなげ
て、全学年同時に租税教
室を実施しましたが、リモー
トでつなげた児童たちとも
十分にコミュニケーションが取れるよう、カメラ目線や
呼びかけも意識して行いました。
各クラスの子どもたちも、説明やこちらからの問いか

けにも反応がとてもよく、時にはカメラに向かって手を
振ってくれたり、大きな声で発表してくれたりとリアクショ
ンも十分で、発言内容もとても素直であり、頼もしさも感
じました。
初めての講師でしたが、あっという間に終了となり、

皆様にサポートしてもらいながら、楽しく行うことができま
した。　　　　　　　　　　　　　（講師：山元陽子）

令和6年度（第13回）女性部会の定時総会を、令和
7年4月25日　三四郎にて開催いたしました。
来賓として西福岡税務署から、署長　加藤丈智様、

副署長　川野禎裕様、法人課税第一
部門統括国税調査官　大橋功様、連
絡調整官　長野万紀子様、親会から、
会長　天野吉介様、副会長　稗田輿
志人様、専務理事　上野俊哉様にご
臨席を賜りました。
全ての議案について承認されました

こと、議長を務めた田中薫部会長をは
じめ会員の皆様のご協力により滞りなく
終えることが出来ましたことを併せてご
報告いたします。
役員につきましては、3名が任期満

了により退任されましたので、新たに選出された3名を
加え10名でのスタートとなります。
懇親会では引き続き来賓の皆様にも参加いただき、
和やかな雰囲気のなか親睦を深めることが出来ました。
皆様の御協力ありがとうございました。　　（入里真弓）

令和６年度 女性部会定時総会

女性部会レポート

租税教育活動
賀詞交歓会

を、令和7年1
月23日三四郎
にて開催いた
しました。
今年の講師

は、女性部会の会員さんでもある『一般社団法人骨盤腸
整ウォーキング協会』代表理事 山﨑美歩子先生による、
女性にとっての三大老化現象でもある“ねこ背、Ｏ脚、ぽっ
こりお腹、改善セミナー”を企画しての開催でした。
大変興味深い内容に、たくさんの申し込みをいただき、
講義だけではなく、参加者を2つのグループに分けての
実演では相手チームの動きを笑っていたチームも、いざ、
自分達の番になると反対に笑われるという中、皆さん真剣
に健康的なウォーキングの方法を学ぶことができました。
その後の懇親会中も、「ねこ背」、「ぽっこり」等のワー

ドが飛び交い、和気あいあいの大好評の賀詞交歓会と
なりました。
ご参加いただきました皆様、ありがとうございました。

（田中由美子）

賀詞交歓会

７月７日（月） ３クラス 105名 リモートにて
南片江小学校
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活 動 報 告

令和7年2月25日（火）、西新のシェラスハウスにて
第一・第二・第三支部合同研修会が開催されました。
第一部では、北九州市立大学准教授であり、テレビ
やラジオ、執筆活動など幅広く活躍するアン・クレシー
ニ氏による「アンちゃんから見る日本語の魅力」と題した
講演が行われました。アメリカ出身のアン氏は、日本文
化や言語に興味を持つようになったきっかけや、日本語
が持つ奥深さについて、自身の経験を交えて語りました。
特に、文化の違いに戸惑いながらも、親友との出会いを
通じて相手を理解し受け入れることの大切さを学んだと

いう話は、参加者の心に深く響きました。日本語には人
の心を動かす力があることを再認識できる内容でした。
第二部の懇談会にもアン氏が参加し、講演・懇談会

ともに活気ある
有意義な時間
となりました。
当日は特別講
演会・懇談会
ともに47名が
参加しました。

第一・第二・第三支部合同研修会

今年度の支部厚生会議は、6月13日第8支部をス
タートに6月23日第1・2・3支部合同、6月25日
第4・5支部合同、6月26日第７支部を大トリとして
開催されました。
各支部とも支部委員の積極的な参加を頂き、上野
専務理事による「令和７年度税制改正　所得税の基礎
控除の見直し等」の税務研修会を終えた後、法人会
加入のメリットの一つである「法人会福利厚生制度」
の説明を受託保険会社の方より説明頂きました。
この制度はあくまでも、昭和40年代に会員企業が
安心して経営が出来るようにと法人会が作ったもので
すが、この制度が正しく会員の皆様に理解されるよう
に推進する事が厚生委員会の課題です。

会議終了後は、お楽しみの意見交換会です。お酒
も入り自由な意見交換会で大変楽しい時間を過ごす事
が出来ました。
業務ご多忙な中、出席頂きました支部委員の皆様
には改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。

令和７年度 各支部厚生会議を開催

第１・２・３支部

第４・５支部

第６支部

第７支部

第８支部
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福岡支社/福岡県福岡市中央区西中洲12-33(福岡大同生命ビル4F)　TEL 092-711-9386

Size: A5 H148×W210mm



お問合せ先

https://www.aig.co.jp/sonpo 午前 9時～午後 5時（土・日・祝日・年末年始を除く）

（24-073024）
この広告は保険の概要をご説明したものです。ご契約の引受けに際しては、弊社所定の条件があります。2024年10月時点の内容です。

■経営者インタビュー動画
東日本大震災を乗り越え成長する会員
企業のインタビューをご覧ください。

施設の損害は保険に
入っていたから
復旧できるが…

このままいくと
休業中の

従業員の給与が
支払えない…

それでも従業員の
雇用は守らなければ…

巨大地震発
生

休業時の必要資金は手当てできていますか？

地震休業サポート 地休力
企業財産保険（ニュープロパティーガード）　
事業継続サポート補償特約N ＋ 地震・噴火危険補償特約（事業継続サポート補償特約用）N ＋ 
水災危険補償特約N※ ※水災危険補償特約Nは外すことができます。

福岡支店
〒 福岡県福岡市中央区大名 福岡

　

チャリティー
　   ゴルフコンペのご案内

（チャリティー募金を含む）

（先着順とします。定員88名になりましたら締め切らせていただきます）

令和７年９月25日（木）
第１組スタート時間８時04分（アウト・イン）

19,400

◆連絡先 公益社団法人 福岡西部法人会　事務局
TEL 092-841-4713  FAX 092-822-0778

ハチニ ニ

拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素から皆様には法人会の活動に対しまして格別のご協力を賜り、厚くお礼
申し上げます。
　さて、恒例の当会主催の「第13回チャリティーゴルフコンペ」を下記要領で開
催いたします。皆様から戴きます寄付金は、後日管内の施設に車イス・絵本等
を寄贈させていただきます。
　つきましては、ご多用中とは存じますが、奮ってご参加いただきますようご案
内申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　敬具

公益社団法人 福岡西部法人会　会長　柴田　耕治

◎法人の名称、所在地、代表者の氏名電話番号等の変更が生じた場合には、そのつど事務局までお知らせください。
◎法人会の会費が未納になっている企業は、早めに納付をお願いいたします。事務局からのお願い

■発行所／公益社団法人 福岡西部法人会　〒814ｰ0011　福岡市早良区高取1丁目28ｰ34　ロワールマンション高取904号　TEL（092）841ｰ4713　FAX（092）822ｰ0778
■印刷所／松古堂印刷株式会社　　　 　　〒819ｰ0373　福岡市西区周船寺3丁目28ｰ1　　　　　　　　　　　  　  　　　TEL（092）806ｰ1661　FAX（092）806ｰ3554

表彰パーティは行わず、順位
表及び賞品のお届けをもっ
て表彰に変えさせていただ
きます。

第13回


